
● 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
の
開
催

　

一
九
九
三
年
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
議
が
域
内
の

研
究
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
合
意

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
各
国
・

地
域
の
研
究
機
関
・
大
学
内
が
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
一
〇
〇
以
上
設
置

し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
を
形
成
し

て
い
る
⑴

。
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
は
、
年
一

回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
合
で
あ
り
、
毎

年
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
議
長
国
・
地
域
の
主
要

研
究
機
関
が
事
務
局
と
な
り
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
域
内
の
共
通
研
究
課
題
に
つ
い
て
議

論
し
て
き
た
。
私
の
知
る
限
り
、タ
イ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
活
発
で
あ

る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
は
二
〇
一
二
年
に

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
議
長
と
な
る
た
め
、
既
に
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
Ａ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
の
準
備
を
し
て
い
る
⑵

。

　

日
本
が
議
長
で
あ
る
二
〇
一
〇
年
に

お
い
て
は
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
（
本
特
集
を
通
じ
て
『
ア
ジ
研
』

と
略
）
が
、Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
を
主
催
し
、

白
石
隆
ア
ジ
研
所
長
が
二
〇
一
〇
年
Ａ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
議
長
を
務
め
た
。
会
議
は

七
月
八
〜
九
日
の
二
日
間
、
ジ
ェ
ト
ロ

本
部
会
議
場
に
お
い
て
開
か
れ
、
ブ
ル

ネ
イ
、パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、マ
レ
ー

シ
ア
を
除
い
た
一
八
エ
コ
ノ
ミ
ー
か
ら

一
〇
三
名
が
参
加
し
、
様
々
な
課
題
が

議
論
さ
れ
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し

て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
事
務
局
の
ポ
リ
シ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｓ
Ｕ
）
か

ら
始
め
て
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
に
参
加
が

あ
っ
た
⑶

。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ

ア
ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）

の
協
力
を
得
て
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
設
け
、
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
発

表
が
行
わ
れ
た
⑷

。

　

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
に
は
毎
年
八
〇
名
前

後
の
研
究
者
が
出
席
し
て
い
る
。
例
年

以
上
の
多
く
の
方
々
が
出
席
し
た
の

は
、
二
〇
一
〇
年
と
い
う
年
が
一
九
九

四
年
の
ボ
ゴ
ー
ル
宣
言
で
定
め
ら
れ
た

自
由
で
開
か
れ
た
貿
易
・
投
資
の
実
現

目
標
の
先
進
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
と
っ
て
の

最
終
年
で
あ
り
、
新
た
な
目
標
を
設
定

す
る
年
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
特

集
は
、
二
〇
一
〇
年
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ

ン
タ
ー
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
の
発
表

成
果
お
よ
び
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
と

り
ま
と
め
た
政
策
提
言
を
主
に
構
成
し

た
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
取
り
巻
く
現
状
を
理

解
す
る
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

● 『
ボ
ゴ
ー
ル
目
標
の
実
現
と

そ
の
先
』

　

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
は
、
学
術
会
議
で
あ

り
、
政
策
提
言
を
諮
問
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
開

発
途
上
国
政
策
の
基
盤
と
な
る
研
究
を

担
う
ア
ジ
研
と
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年

日
本
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
に
研
究
機
関
と
し

て
で
き
る
貢
献
を
す
べ
き
と
考
え
た
。

ア
ジ
研
に
は
、
地
域
研
究
に
加
え
、
貿

易
・
投
資
・
産
業
の
立
地
に
関
す
る
実

証
的
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
成
果
を
ベ
ー
ス
に
、
ボ
ゴ
ー
ル
目

標
の
つ
ぎ
に
設
定
す
べ
き
ア
ジ
ェ
ン
ダ

を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
事
務
局
お
よ
び
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

域
内
研
究
機
関
等
と
連
携
し
取
り
ま
と

め
、
二
〇
一
〇
年
日
本
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
向

け
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
発
信
を
行
う
こ
と
に

し
た
。
そ
う
い
う
思
い
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
、
会
議
の
タ
イ
ト
ル
を
『
ボ
ゴ
ー

ル
目
標
の
実
現
と
そ
の
先
』

（Achieving the Bogor Goals and 
Beyond

）
と
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
声
明
に

お
い
て
、「
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
（
ア
ジ
ア
太

平
洋
自
由
貿
易
圏
）
の
実
現
に
向
け
道

筋
を
探
求
を
継
続
す
る
」
と
表
明
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
、
会
議
で
は
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
将
来
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
が
ど
の
よ
う
な
域
内

協
力
の
形
を
と
る
の
か
、
ま
た
そ
の
実

現
に
向
け
て
ど
の
枠
組
み
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
＋
3
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
6
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
⑸

等
）
が
適
切
な
橋
渡
し
的
役
割
が
出
来

る
の
か
、
ど
の
程
度
の
品
質
の
協
定
を

目
指
す
の
か
議
論
さ
れ
た
⑹

。
さ
ら
に

域
内
で
の
貿
易
自
由
化
・
円
滑
化
を
促

進
す
る
た
め
に
成
長
戦
略
の
重
要
性
も

議
論
さ
れ
た
。

● 

高
級
実
務
者
会
合
（
Ｓ
Ｏ
Ｍ
3
）

へ
の
政
策
提
言

　

二
〇
一
〇
年
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
で
の
議

論
お
よ
び
ア
ジ
研
の
こ
れ
ま
で
の
研
究

成
果
を
基
に
政
策
提
言
（
ポ
リ
シ
ー
・

ブ
リ
ー
フ
）
を
と
り
ま
と
め
、
九
月
に

開
か
れ
た
第
三
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
高
級
実
務

者
会
合
（
Ｓ
Ｏ
Ｍ
3
）
に
提
出
し
た
。

　

こ
の
ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ『
ボ
ゴ
ー

ル
目
標
の
そ
の
先
：
新
ビ
ジ
ョ
ン
の
提

案

』（A
PEC Beyond the Bogor 

Goals: Proposal for a N
ew
 Vision

）

は
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿

易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
の
概
念
化
で
あ

る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
は
、
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
条
件
と
整
合
的

で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法
的
拘
束
力
が

あ
り
、
質
の
高
い
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
、

参
加
で
き
る
国
か
ら
参
加
す
る
パ
ス

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
ど
こ
に
い
く
の
か
？

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
２
０
１
０

ボ
ゴ
ー
ル
目
標
の
そ
の
先

平
塚
大
祐

特
集
に
あ
た
っ
て
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フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
り
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
エ
コ
ノ
ミ
ー
全
て
が
参

加
可
能
と
す
る
原
則
を
提
示
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
は
、

ボ
ゴ
ー
ル
目
標
設
定
時
に
は
予
期
で
き

な
か
っ
た
問
題
に
対
処
す
る
域
内
成
長

戦
略
の
必
要
性
を
提
言
し
て
い
る
。
そ

の
柱
の
ひ
と
つ
が
、
国
際
間
お
よ
び
国

内
間
の
経
済
格
差
を
縮
小
し
経
済
統
合

に
お
け
る
中
小
企
業
支
援
の
必
要
性
を

骨
子
と
し
た「
あ
ま
ね
く
広
が
る
成
長
」

戦
略
で
あ
る
。
同
時
に
地
球
温
暖
化
と

い
う
新
た
な
問
題
に
対
し
、
開
発
途
上

国
で
は
規
制
が
少
な
い
ゆ
え
に
グ
リ
ー

ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
関
連
市
場
が
成
長
し
、

グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
関
連
生
産
が
拡

大
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
エ

コ
ノ
ミ
ー
は
「
持
続
的
成
長
」
と
「
革

新
的
な
成
長
」、
さ
ら
に
は
「
あ
ま
ね

く
広
が
る
成
長
」
の
同
時
達
成
を
可
能

す
る
と
い
う
域
内
成
長
戦
略
を
提
示
し

た
。

　

そ
の
う
え
で
、
ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー

フ
は
、
次
期
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に

は
貿
易
投
資
の
自
由
化
と
い
う
ボ
ゴ
ー

ル
目
標
に
加
え
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
実
現

と
域
内
成
長
戦
略
を
織
り
込
む
べ
き
で

あ
る
と
提
言
し
て
い
る
⑺

。

● 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
と
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
』

　

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
で
の
議
論
お
よ
び
政

策
提
言
（
ポ
リ
シ
ー
・
ブ
リ
ー
フ
）
を

よ
り
広
く
共
有
し
た
い
と
考
え
、
一
〇

月
一
八
日
に
都
内
に
て
『
東
ア
ジ
ア
経

済
統
合
と
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
』
と
題
す
る
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

域
内
で
の
今
後
の
経
済
統
合
の
方
向
性

と
成
長
戦
略
（
特
に
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ

ミ
ー
）
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
拡
大
に
よ
り
、
デ
フ
ァ
ク

ト
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

お
り
、
も
は
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
無
視
す
る
こ

と
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
日
本
も

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
に
参
加
し
な
け
れ

ば
、
今
後
、
東
ア
ジ
ア
で
も
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

に
お
い
て
も
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮

で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
認
識
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
Ｆ

Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
の
可

能
性
が
議
論
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
Ｆ
Ｔ
Ａ

Ａ
Ｐ
の
礎
と
し
て
の
役
割
を
担
う
に
は

将
来
的
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
二
一
エ
コ
ノ

ミ
ー
が
順
次
参
加
す
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
に
発
展
で
き
る
内

容
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意

見
が
提
示
さ
れ
た
⑻

。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
成
長
戦
略
の

う
ち
持
続
的
成
長
と
革
新
的
成
長
を
同

時
に
促
す
戦
略
に
な
り
得
る
グ
リ
ー
ン

エ
コ
ノ
ミ
ー
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
。

今
後
、
温
暖
化
対
策
に
大
規
模
な
投
資

が
行
わ
れ
、
経
済
の
グ
リ
ー
ン
化
が
進

む
過
程
で
、
発
展
途
上
エ
コ
ノ
ミ
ー
に

お
い
て
も
成
長
の
機
会
が
生
ま
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

地
球
温
暖
化
の
認
識
が
高
ま
る
一
方
、

産
業
競
争
力
の
低
下
を
懸
念
し
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
規
制
に
対
し
て
各
国
と
も

消
極
的
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
規
制
を
地
域
内
で
あ
る
程
度
統
一

性
を
持
た
せ
る
事
は
各
エ
コ
ノ
ミ
ー
に

と
っ
て
も
有
益
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
果
た
し
て
発
展
途
上
に
あ

る
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
こ
の
よ
う
な
環
境
調

和
的
な
成
長
戦
略
で
高
成
長
を
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
疑
問
視
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
、
そ
し
て
地
域

内
の
環
境
調
和
的
な
産
業
発
展
、
環
境

財
・
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
促
進
、
環
境
保

全
の
促
進
に
対
し
て
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
役

割
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内
で
の
今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
あ
り
方
、
ま
た
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
の
省
エ
ネ
の
必
要
性
が
強

調
さ
れ
た
。
特
に
供
給
面
で
は
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
だ
け
に
力
を
注
ぐ
の
で
は
な

く
既
存
の
発
電
の
効
率
化
も
有
効
な
手
段

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
さ
ら
に
域
内
協
力
・

特
に
製
品
の
省
エ
ネ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
低
炭
素
化
の

重
要
性
も
指
摘
さ
れ
た
。

終
わ
り
に

　

近
年
日
本
は
内
向
き
に
な
り
が
ち
で

あ
っ
た
。
今
年
日
本
が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
議
長

を
務
め
た
影
響
で
少
し
は
日
本
を
取
り

囲
む
状
況
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た

と
感
じ
る
。
本
特
集
で
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や

そ
の
他
の
地
域
協
力
の
方
向
性
・
各
国

の
思
惑
な
ど
が
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
の
日
本
の
ア
ジ
ア
で
の
、
ま
た
世
界

で
の
取
り
組
み
を
考
え
る
う
え
で
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
ひ
ら
つ
か　

だ
い
す
け
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
研
究
企
画
部
長
）

※
本
特
集
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
開

催
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
で
の
発
表
を

主
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
特
に
ス

コ
レ
ー
論
文
、
蔡
論
文
に
お
い
て
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
等
の
過
程
が
同
時
点
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
予
め
ご
了
承
い
た
だ

き
た
い
。

《
注
》

⑴ 

詳
し
く
は
本
特
集
の
山
澤
稿
を
参
照
さ
れ

た
い
。

⑵ 

ロ
シ
ア
の
対
応
に
つ
い
て
の
詳
細
は
タ
ギ

ル
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑶ 

Ｐ
Ｓ
Ｕ
に
つ
い
て
は
、
ジ
ヴ
ォ
フ
稿
を
参

照
さ
れ
た
い
。

⑷ 

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

が
策
定
す
る
ア
ジ
ア
総
合
開
発
計
画
（
Ｃ

Ａ
Ｄ
Ｐ
）
に
関
す
る
発
表
（
木
村
稿
参
照
）、

ア
ジ
研
お
よ
び
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
研
究
に
利
用

さ
れ
て
い
る
経
済
地
理
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
モ
デ
ル
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
に
関
す
る
発
表
（
熊

谷
稿
参
照
）
が
あ
っ
た
。

⑸ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
ス
コ
レ
ー
稿
を
参
照

さ
れ
た
い
。

⑹ 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内
で
は
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の

自
由
化
・
円
滑
化
の
進
捗
が
遅
い
と
の
指

摘
が
あ
る
。
詳
細
は
石
戸
稿
を
参
照
さ
れ

た
い
。

⑺
鍋
嶋
稿
参
照
。

⑻ 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

様
々
な
意
見
が
あ
る
。
中
国
の
現
状
の
方

針
に
つ
い
て
は
、
蔡
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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